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１ 

丸
亀
城
の
歴
史 

 
丸
亀
城
は
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
讃
岐
国
の
領
为
で
あ
る
生
駒
氏
に
よ
っ
て
、
備
讃
瀬
戸
の

交
通
の
要
衝
に
あ
る
亀
山
に
築
城
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
生
駒
氏
時
代
の
丸
亀
城
跡
の
縄
張
り
は
現
在

の
丸
亀
城
の
縄
張
り
と
相
違
し
て
お
り
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
の
丸
亀
城
絵
図
に
は
、
山
上
部
の
四
段
の

曲
輪
と
山
麓
北
側
の
曲
輪
を
繋
ぐ
登
り
石

垣
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
上
部
最
高
所

の
一
の
段
中
央
部
に
は
二
間
高
の
天
守
台

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

生
駒
氏
は
高
松
城
に
親
正
、
丸
亀
城
に

一
正
が
入
城
し
ま
す
。
慶
長
七
年
、
生
駒

一
正
は
高
松
城
に
移
り
、
佐
藤
掃
部
が
城

代
と
な
り
ま
し
た
。
丸
亀
城
は
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
の
一
国
一
城
令
で
廃
城
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

生
駒
氏
の
改
易
後
、
寛
永
十
八
年
（
一

六
四
一
）
、
山
﨑
家
治
が
西
讃
岐
に
入
封
し



ま
す
。
幕
府
か
ら
城
地
を
見
立
て
て
決
定
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
山
﨑
氏
は
生
駒
氏
の
城
跡

地
に
決
定
し
、
寛
永
二
十
年
に
幕
府
は
新
城
営
作
料
と
し
て
銀
三
百
貫
の
提
供
を
受
け
、
参
勤
交
代

が
免
除
さ
れ
ま
し
た
。 

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
幕
府
は
、
全
国
の
大
名
に
城
絵
図
の
提
出
を
命
じ
ま
す
。
こ
の
と
き
幕

府
へ
提
出
し
た
も
の
が
正
保
城
絵
図
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た
山
上
部
の
城

の
縄
張
り
は
、
今
の
丸
亀
城
跡
の
縄
張
り
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
山
上
部
の
为
要
な
石
垣
は
山
﨑
氏

の
と
き
に
築
か
れ
た
石
垣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
、
三
の
丸
坤
櫓
の
石
垣
や
櫓
が
破
損
し
、
修
築
の
許
可
を
得
た
と
き
の
老

中
書
状
に
は
、
家
治
の
代
に
許
可
し
た
石
垣
、
櫓
門
、
多
聞
、
山
下
の
構
の
石
垣
な
ど
の
普
請
を
す

る
よ
う
申
し
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

山
﨑
氏
絶
家
の
後
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
、
京
極
氏
が
丸
亀
藩
为
と
な
り
ま
し
た
。
京
極
氏
は
、

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
山
上
の
櫓
六
か
所
、
山
下
の
櫓
四
か
所
の
櫓
台
石
垣
を
築
い
て
櫓
を
建

て
る
こ
と
、
山
上
東
方
の
石
垣
、
山
下
屋
敷
廻
り
の
石
垣
と
三
か
所
の
虎
口
石
垣
、
多
聞
や
塀
を
建

て
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
昭
雄
氏
に
よ
っ
て
、
京
極
高
和
が
岡
七
郎
兵
衛
に
宛
て
た
書

状
の
な
か
に
、
こ
の
改
修
工
事
の
視
察
を
示
す
貴
重
な
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
城

の
地
あ
げ
と
あ
り
、
地
盤
の
嵩
上
げ
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
三
の



丸
櫓
台
普
請
願
い
、
寛
文
十
年
に
太
鼓
櫓
（
現
大
手
門
）
の
完
成
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
城

破
損
箇
所
の
補
修
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
城
普
請
な
ど
が
記
録
に
見
ら
れ
ま
す
。
丸
亀
城
は

幕
末
ま
で
京
極
氏
が
入
城
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
御
殿
で
あ
っ
た

藩
邸
が
焼
失
し
、
三
の
丸
戌
亥
櫓
も
類
焼
し
ま
し
た
。
明
治
九
～
十
年
頃
に
は
、
山
上
の
櫓
な
ど
の

建
物
が
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２ 

丸
亀
城
に
残
る
江
戸
時
代
の
建
造
物 

 

丸
亀
城
天
守
（
重
要
文
化
財
）
昭
和
十
八
年
六
月
九
日
指
定 

 

山
上
の
最
高
所
、
本
丸
北
側
の
石
垣
上
に
建
つ
、

江
戸
時
代
初
期
の
三
重
三
階
の
日
本
一
小
さ
な
現

存
木
造
天
守
で
す
。
高
さ
約
十
五
メ
ー
ト
ル
、
六

間×

五
間
の
建
物
で
一
階
の
北
側
に
は
石
落
し
や

矢
狭
間
が
あ
り
、
外
観
を
千
鳥
破
風
や
唐
破
風
で

意
匠
を
凝
ら
し
、
小
さ
い
な
が
ら
美
し
い
天
守
で

す
。
昭
和
二
十
三
～
二
十
五
年
の
解
体
修
理
の
際

に
三
階
の
壁
か
ら
木
札
が
見
つ
か
り
、
万
治
三
年

天守立面図 北側 



（
一
六
六
〇
）
に
完
成
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
四
国
に
残
る
現
存
木
造
天
守
（
丸
亀
・
松

山
・
宇
和
島
・
高
知
）
の
な
か
で
最
も
古
い
も
の
で
す
。 

 
丸
亀
城
大
手
一
の
門
・
二
の
門
（
重
要
文
化
財
） 

昭
和
三
十
二
年
六
月
十
八
日
指
定 

 

丸
亀
城
跡
内
濠
の
北
側
中
央
に
位
置
し
て
い
る
門
が
大
手

門
で
す
。
城
内
側
の
櫓
門
を
一
の
門
、
濠
端
の
高
麗
門
を
二
の

門
と
呼
び
ま
す
。 

 

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
頃
、
丸
亀
藩
京
極
家
二
代
藩
为
京

極
高
豊
の
と
き
に
南
に
あ
っ
た
大
手
を
当
該
地
に
移
し
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
一
の
門
の
楼
上
に
太
鼓
を
置
き
、
城
下
に
刻
を

知
ら
せ
た
こ
と
か
ら
太
鼓
門
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

    

北面図 



藩
为
玄
関
先
御
門
・
番
所
・
御
駕
籠
部
屋
・
長
屋
（
県
指
定
有
形
文
化
財
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
三
十
八
年
四
月
九
日
指
定 

大
手
一
の
門
か
ら
土
塀
に
沿
っ
て
、
西
へ
行
く
と
門
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

門
は
、
京
極
氏
の
御
殿
の
表
門
で
あ
り
ま
し
た
。
門
の
す
ぐ
横
に
は
番
所
、

詰
め
の
人
が
い
た
長
屋
や
御
駕
籠
部
屋
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
大
手
門
と
同

じ
頃
に
築
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 



３ 

石
垣
に
つ
い
て 

石
垣
は
城
郭
、
神
社
仏
閣
、
港
の
波
止
、
段
々
畑
な
ど
様
々
な
場
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

石
垣
の
役
割
は
斜
面
の
補
強
や
基
礎
土
台
の
強
化
で
あ
り
、
城
郭
石
垣
の
構
築
は
近
世
初
頭
に
最

盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
高
石
垣
は
防
御
力
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
権
力
を
誇
示
す
る
施
設
と
し
て

発
展
し
ま
す
。
石
垣
は
築
か
れ
た
時
代
や
資
金
力
、
技
術
力
、
石
材
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
積
み
方
が
見
ら
れ
ま
す
。 

一
般
に
野
面
積
み
、
打
ち
込
み
ハ
ギ
、
切
り
込
み
ハ
ギ
と
い
う
呼
び
方
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
中
期
の
学
者
で
あ
る
荻
生
徂
徠
の
鈴
録
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
用
語

で
す
。 



 

①
野
面
積
み
の
石
垣
（
山
下
曲
輪
東
南
部
の
石
垣
） 

積
み
方 

乱
積
み 

延 

長 

約
八
十
メ
ー
ト
ル 

高 

さ 

約
四
メ
ー
ト
ル 

石 

材 

花
崗
岩
・
安
山
岩 

築
城
者 

生
駒
氏
～
京
極
氏 

年 

代 

寛
永
期
以
降
（
積
み
直
し
） 

備 

考 

野
面
積
み
石
垣
は
山
下
曲
輪
東
南
部
と
東
北
部
斜
面
、

内
濠
土
塀
の
石
垣
が
見
ら
れ
ま
す
。 

本
丸
埋
没
石
垣
は
安
山
岩
を
用
い
た
野
面
積
み
石
垣
で
、

シ
ノ
ギ
角
の
部
分
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 



 

②
打
ち
込
み
ハ
ギ
の
石
垣
（
三
の
丸
南
石
垣
） 

積
み
方 

整
層
積
み
（
布
積
み
） 

高 

さ 

約
十
七
メ
ー
ト
ル 

石 

材 

花
崗
岩 

築
城
者 

山
崎
氏 

年 

代 

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
～ 

備 

考 

 

石
垣
は
、
ほ
ぼ
直
方
体
に
加
工
し
た
石
材
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
隅
角
部
は
算
木
積
み
さ
れ
、
高
石
垣
と
な
り
ま

す
。
山
上
部
を
は
じ
め
为
要
部
の
石
垣
は
こ
の
積
み
方
で

あ
り
、
特
に
三
の
丸
北
側
の
石
垣
は
二
十
メ
ー
ト
ル
を
越

え
る
高
石
垣
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    



 

③
切
り
込
み
ハ
ギ
の
石
垣
（
大
手
枡
形
の
石
垣
） 

積
み
方 

整
層
積
み 

高 

さ 

約
四
．
七
メ
ー
ト
ル 

石 

材 

花
崗
岩 

築
城
者 

京
極
氏 

年 

代 

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
完
成 

備 

考 

大
手
枡
形
は
花
崗
岩
の
切
り
石
を
使
用
し
、
門
を
入
っ
た

正
面
に
鏡
石
を
用
い
て
い
ま
す
。 

山
上
の
搦
め
手
門
跡
の
栃
の
木
御
門
（
旧
大
手
）
の
櫓
台

石
垣
に
も
切
り
込
み
ハ
ギ
や
鏡
石
を
用
い
た
石
積
み
が
あ
り

ま
す
。 

    



 

（
１
）
丸
亀
城
大
手
の
石
垣 

寛
文
十
年
頃
に
完
成
し
た
大
手
枡
形
の
石
垣
は
京
極
氏
が
築
い
た
石
垣
で
す
。 

             

 

 

 
大手枡形東側の石垣（寛文１０年頃） 

 

大手門正面の石垣（寛文１０年頃） 

 



（
２
）
丸
亀
城
跡
の
東
南
山
麓
の
野
面
積
み
石
垣 

延
長
約
八
十
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
．
六
メ
ー
ト
ル
、
勾
配
が
五
十
二
度
～
五
十
五
度
、
花
崗
岩

や
安
山
岩
を
用
い
た
野
面
積
石
垣
で
す
。
長
さ
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
矢
穴
の
あ
る
割
石
が

東
端
の
隅
角
部
と
し
の
ぎ
角
の
西
側
の
天
端
に
各
一
石
あ
り
、
一
部
で
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
、
積
み
方
、
勾
配
、
高
さ
な
ど
か
ら
大
部
分
が
慶
長
初
期
の
石
垣
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
修
理
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
り
、
し
の
ぎ
角
部
分
の
根
石
か
ら
上
へ
三
石
目
の

石
材
に
長
さ
約
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
寛
永
期
以
降
の
矢
穴
の
跡
が
残
る
割
石
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
解
体
中
の
盛
土
や
栗
石
の
中
か
ら
は
、
慶
長
期
の
遺
物
の
出
土
は
な
く
、
十
七
世
紀
中

ご
ろ
か
ら
十
九
世
紀
中
ご
ろ
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
解
体
箇
所
の
石
垣
は
十
三
頁
写
真
の
太

線
よ
り
上
で
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
数
次
の
改
修
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

古
材
を
使
用
し
、
古
式
な
積
み
方
で
改
修
す
れ
ば
古
い
石
垣
と
誤
解
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
使
用
石
材
や
し
の
ぎ
角
の
積
み
方
、
石
の
合
端
、
間
詰
め
石
な
ど
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
改
修
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
改
修
の
痕
跡
と
し
て
寛

永
期
以
降
の
矢
穴
を
も
つ
割
石
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
し
の
ぎ
角
は
長
軸

の
石
を
交
互
に
用
い
隅
角
部
を
つ
く
り
ま
す
が
、
し
の
ぎ
角
が
明
瞭
で
な
く
不
自
然
な
積
み
方
と



な
っ
て
い
る
と
き
は
要
注
意
で
す
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
石
垣
は
本
来
、
間
詰
め
石
を
密
に
隙

間
な
く
丁
寧
に
詰
め
て
い
ま
す
。
石
積
み
も
石
材
を
落
と
し
積
み
に
せ
ず
、
水
平
に
配
置
す
る
努

力
を
し
ま
す
。
ゆ
え
に
落
し
積
み
を
多
用
し
て
い
る
場
合
、
近
代
以
降
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
間
詰
め
石
を
用
い
ず
石
の
合
端
を
無
理
に
合
わ
せ
て
い
る
と
き
や
逆
に
大

き
な
石
材
が
入
る
隙
間
に
間
詰
め
石
の
み
で
対
応
し
て
い
る
場
合
、
間
詰
め
石
が
丁
寧
に
詰
め
ら

れ
て
い
な
い
場
合
も
改
修
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

丸
亀
城
跡
の
よ
う
に
慶
長
初
期
と
さ
れ
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
石
垣
が
後
補
の
補
修
を
受
け
て

い
る
場
合
が
あ
り
注
意
を
要
し
ま
す
。 

        



1
3

 

               

割石 

積直し箇所 



 

（
３
）
京
極
氏
の
改
修
し
た
石
垣 

丸
亀
城
の
切
り
込
み
ハ
ギ
の
石
垣
は
旧
大
手
の
栃
の

木
御
門
の
石
垣
と
大
手
枡
形
の
石
垣
に
み
ら
れ
ま
す
。

山
﨑
氏
時
代
は
栃
ノ
木
御
門
北
石
垣
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
は
山
﨑
氏
時
代
の
大
手
枡
形
に
あ
た
り
、
石
材
も

大
き
な
長
方
形
や
方
形
に
近
い
石
材
を
用
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
山
﨑
氏
が
丸
亀
へ
転
封
と
な
る
前
の
天
草
富

岡
城
の
大
手
枡
形
に
用
い
た
石
垣
と
同
様
の
積
み
方
に

似
て
い
ま
す
。 

京
極
氏
の
改
修
は
こ
の
山
﨑
氏
の
大
手
枡
形
の
石
垣
を
直

方
体
の
大
き
な
石
材
で
表
面
を
ス
ダ
レ
状
に
ノ
ミ
切
り
加
工
を
施
し
た
石
材
で
改
修
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
栃
の
木
御
門
隅
角
部
の
切
り
込
ハ
ギ
の
石
垣
で
す
。 

 

（
４
）
山
﨑
氏
時
代
初
期
の
石
垣 

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
～
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
） 

栃
の
木
御
門
の
切
り
込
み
ハ
ギ
の
石
垣
の
向
側
の
三
の
丸
南
石
垣
は
山
﨑
氏
初
期
の
石
垣
と

栃の木御門の切り込みハギ 

京極氏時代の改修 

 



 

し
て
写
真
で
紹
介
し
た
三
の
丸
南
石
垣
の
旧
大
手
筋
の
石
垣
で
間
詰
め
石
が
密
に
丁
寧
に
詰
め

ら
れ
た
石
垣
で
あ
り
ま
す
。
寛
永
二
十
年
か
ら
慶
安
二
年
ま
で
の
山
﨑
氏
が
築
い
た
高
石
垣
で
す
。 

 

        
 

 

 

三の丸南石垣 

間詰め石が丁寧に密に詰められている。 

三の丸南石垣（旧大手筋の石垣） 

正保城絵図に描かれている。 



（
５
）
帯
曲
輪
南
石
垣
出
角
部
根
石
の
線
刻 

         

（
６
）
石
垣
基
礎
の
強
化
（
三
の
丸
坤
跡
下
段
の
石
垣
） 

 

三
の
丸
坤
櫓
の
あ
っ
た
高
石
垣
の
下
部
で
す
。
こ
の
石
垣
は
基
礎
石
垣
の
上
に
築
か
れ
て
い
ま

す
。
基
礎
石
垣
は
こ
こ
で
は
天
端
一
～
二
段
程
度
し
か
見
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
中
深
く
、
地
盤

の
安
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
築
か
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
基
礎
石
垣
を
さ
ら
に
補

強
す
る
た
め
に
前
面
に
帯
曲
輪
石
垣
を
築
き
三
段
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

高
石
垣
で
そ
の
石
垣
の
上
に
櫓
な
ど
の
重
量
建
造
物
を
築
く
場
合
、
隅
角
部
に
は
た
い
へ
ん
な

 

 

隅角部の線刻 

石垣を積んでから隅角部の稜

線を仕上げようとしていたので

しょう。仕上げが成されず、角

石に線刻が残っています。  



 

重
量
が
か
か
る
た
め
、
石
垣
を
高
く
積
む
だ

け
で
な
く
、
そ
の
重
さ
を
支
え
る
基
礎
工
事

も
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

本
丸
姫
櫓
跡
石
垣
や
三
の
丸
月
見
櫓
跡

石
垣
で
も
同
様
の
構
造
が
見
ら
れ
ま
す
。 

           

三の丸坤櫓跡石垣 

この石垣の上に２階

建て櫓がありました 

帯曲輪石垣 

基礎石垣を保護・補強します 

基礎石垣 

下段の三の丸

月見櫓跡石垣

を支える基礎

石垣です 



（
７
）
高
石
垣
の
勾
配
設
計
（
三
の
丸
坤
櫓
跡
出
角
部
根
石
の
線
刻
） 

 
三
の
丸
坤
櫓
跡
石
垣
出
角
部
の
根
石
で
す
。
根
石
の
上
面
に
は
上
に
乗
せ
る
石
の
設
置
場
所
を

側
面
に
は
基
準
勾
配
を
示
す
線
刻
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

   

 

根石上面の線刻 

上へ置く石の場所を示している 

根石側面の線刻 

石垣の基準勾配を示して

いると考えられる。 

根石 

根石の下は栗石敷きとなっている。 

 



 

算木積み 

隅角部（出隅）石垣は算木積みと呼ばれる積み方

で、角石は大面と小面を交互に組み合わせ小面の角

石の横には角脇石を配することで、より強固な隅角

部を形成し、勾配の美しい安定した高石垣を築くこ

とができるようになりました。 

（
８
）
高
石
垣
（
三
の
丸
北
石
垣
） 

丸
亀
城
跡
の
山
上
部
の
石
垣
が
打
ち
込
み
ハ
ギ
の
石
垣
で
す
。 

山
﨑
氏
時
代
は
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
幕
府
に
提
出
し
た
正
保
城
絵
図
を
見
る
と
本
丸
、

 



 

二
の
丸
、
三
の
丸
東
、
三
の
丸
南
の
櫓
台
下
部
の
基
礎
石
垣
、
三
の
丸
北
と
三
の
丸
南
は
一
部
を

除
き
完
成
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
三
の
丸
の
南
西
か
ら
西
、
北
西
、
南
大
手
の
枡
形
、
東
北
の
枡

形
の
石
垣
、
山
下
の
屋
敷
構
の
石
垣
が
未
完
成
で
し
た
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
三
の
丸
坤
櫓

の
石
垣
の
改
修
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
述
し
た
大
洲
の
図
は
、
丸
亀
藩
山
崎
家
の
改
易
時
の
丸

亀
城
の
縄
張
り
を
描
写
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
山
下
の
屋
敷
構
の
石
垣
は
未
完
成
で
し
た
。 

 

三
の
丸
北
石
垣
は
、
高
さ
約
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
石
垣
で
す
。 

 

（
９
）
刻
印 

三
の
丸
北
石
垣
に
は
生
駒
氏
の
家
紋
で
あ
る
波
引
き
車

の
刻
印
が
見
ら
れ
ま
す
。 

刻
印
は
石
切
丁
場
な
ど
の
記
号
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 



崩
れ

た
跡

 （ 

）
三
の
丸
東
張
出
石
垣
の
修
理
時
に
確
認
さ
れ
た
石
垣
の
崩
壊 

               

10 



（ 

）
二
の
丸
南
石
垣 

 
 

 
 

 
 

（ 

）
三
の
丸
坤
櫓
跡
石
垣 

    
 

 
 

 
 

 
 

      
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 

石垣の継ぎ足し部分 

三の丸坤櫓跡の石垣の改修の跡 

11 
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巾木石垣  

巾木石垣  

（ 

）
本
丸
西
石
垣
と
巾
木
石
垣 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

（ 

）
本
丸
北
石
垣
の
埋
没
石
垣 

平
成
五
年
度
の
石
垣
修
理
工
事
に
よ
り
石
垣
内
部
よ
り
検
出
さ
れ
た
石
垣
で
す
。
本
丸
北
石
垣

か
ら
約
二
．
八
メ
ー
ト
ル
内
側
、
本
丸
地
盤
か
ら
約
八
メ
ー
ト
ル
下
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
岩

盤
直
上
に
築
か
れ
た
し
の
ぎ
角
の
石
垣
で
す
。 

巾木石垣  

 

本丸西石垣  

 

巾木石垣は、はらみ部分を補強します。 

13 14 



石
材
は
亀
山
産
の
安
山
岩
で
あ
り
、
隅
角
部
は
壊
れ
て
い
ま
す
が
、
復
元
高
約
四
メ
ー
ト
ル
、

栗
石
も
大
き
く
、
し
の
ぎ
角
の
根
石
は
約
一
．
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
間
詰
め
石
も
密
に
丁

寧
に
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
丸
亀
城
跡
で
最
も
古
い
石
垣
で
慶
長
二
年
頃
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
石
垣
と
判

断
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

（ 

）
京
極
氏
の
穴
生 

丸
亀
藩
京
極
家
は
戦
国
時
代
末
に
活
躍
し
た
京
極
高
次
を
祖
と
し
ま
す
。
若
狭
小
浜
時
代
か
ら

播
磨
龍
野
時
代
ま
で
五
十
石
以
上
の
知
行
を
も
つ
家
臣
の
知
行
録
が
残
っ
て
お
り
、
小
浜
時
代
の

京
極
藩
知
行
録
（
慶
長
五
年
〜
十
一
年
）
に
は
、
穴
生
甚
五
、
穴
生
美
濃
、
穴
生
勘
助
と
い
う
穴

15 
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生
姓
を
も
つ
家
臣
が
い
ま
し
た
。
穴
生
甚
五
は
百
五
十
石
、
穴
生
美
濃
と
穴
生
勘
助
は
百
石
の
知

行
を
得
て
お
り
、
出
雲
松
江
時
代
（
寛
永
十
一
年
〜
十
四
年
）
に
は
、
穴
生
勘
助
が
二
百
石
、
穴

生
美
濃
が
百
三
十
五
石
に
加
増
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
穴
生
甚
五
郎
が
百
二
十
石
与
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
京
極
家
が
龍
野
へ
転
封
と
な
っ
た
と
き
に
穴
生
勘
助
は
龍
野
へ
、
穴
生
美
濃
は
丹

後
へ
移
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
初
期
や
後
期
の
丸
亀
藩
分
限
帳
に
は
穴
生
姓
の
家
臣
は
見
え
ず
、
江

戸
時
代
初
期
か
ら
続
く
京
極
氏
の
穴
生
の
系
譜
は
不
明
で
す
。 

 

（ 

）
ま
と
め 

 

山
﨑
氏
は
丸
亀
城
の
築
城
に
際
し
て
、
そ
の
技
術
の
高
さ
か
ら
石
垣
構
築
に
は
幕
府
の
公
儀
穴

太
で
あ
る
堀
金
出
雲
が
係
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
京
極
氏
も
独
自
に
穴
生
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。 

丸
亀
城
跡
の
为
要
な
石
垣
は
大
坂
城
跡
と
同
じ
技
術
で
積
ま
れ
た
積
み
方
で
江
戸
初
期
の
最

高
水
準
の
技
術
で
積
ま
れ
た
石
垣
が
よ
く
残
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

   

16 



４ 

年
表 

慶
長 

二
年
（
一
五
九
七
） 

生
駒
親
正
・
一
正
に
よ
る
築
城
。 

元
和 

元
年
（
一
六
一
五
） 

一
国
一
城
令
に
よ
る
破
棄
。 

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
） 

山
﨑
家
治
、
西
讃
岐
領
为
（
五
万
石
余
）
と
し
て
入
封
。 

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
） 

幕
府
よ
り
銀
三
百
貫
与
え
ら
れ
、
参
勤
交
代
の
免
除
。 

万
治 

元
年
（
明
暦
四
年
）
（
一
六
五
八
） 

京
極
高
和
、
六
万
六
十
七
石
で
播
磨
龍
野
か
ら
入

封
。 

正
保 

二
年
（
一
六
四
五
） 

幕
府
の
命
に
よ
り
、
丸
亀
城
の
絵
図
を
提
出
す
る
。
（
正
保
城
絵 

図
） 

万
治 

三
年
（
一
六
六
〇
） 

丸
亀
城
天
守
完
成
。 

寛
文 

十
年
（
一
六
七
〇
） 

大
手
門
を
南
か
ら
北(

現
在
地)

に
移
す
。
こ
の
頃
御
殿
表
門
も
完 

成
す
る
。 

貞
享 

五
年
（
一
六
八
八
） 

下
金
倉
村
の
海
浜
の
中
洲
へ
京
極
家
別
邸
を
つ
く
る
。 

文
化 

三
年
（
一
八
〇
六
） 

福
島
湛
甫
を
築
く
。 

天
保 

三
年
（
一
八
三
二
） 

新
堀
湛
甫
を
築
き
、
金
毘
羅
参
詣
で
丸
亀
城
下
町
は
賑
わ
う
。 

明
治 

二
年
（
一
八
六
九
） 

京
極
朗
徹
、
版
籍
を
奉
還
す
る
。
城
内
屋
敷
出
火
し
焼
失
す
る
。 



明
治 

七
年
（
一
八
七
四
） 

丸
亀
城
の
番
丁
に
丸
亀
営
兵
が
完
成
す
る
。 

明
治
九
～
十
年
（
一
八
七
六
～
七
七
） 

城
内
の
櫓
等
の
取
壊
し
。 

大
正 

八
年
（
一
九
一
九
） 

亀
山
公
園
を
開
設
す
る
。 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
） 

天
守
が
国
宝
と
な
る
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
） 

内
濠
以
内
が
一
般
開
放
さ
れ
る
。 

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
外
濠
の
埋
立
が
始
ま
る
。 

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
丸
亀
城
跡
が
国
指
定
史
跡
と
な
る
。 

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
丸
亀
城
大
手
一
の
門
・
二
の
門
が
重
要
文
化
財
と
な
る
。 

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
藩
为
玄
関
先
御
門
・
番
所
・
長
屋
・
土
塀
が
県
指
定
有
形
文
化
財 

と
な
る
。 

昭
和
五
十
一
～
五
十
三
年
（
一
九
七
六
～
七
八
）
第
一
次
石
垣
修
理
工
事 

平
成 

三
年
（
一
九
九
一
）
第
二
次
石
垣
修
理
工
事
始
ま
る
。 

    



５ 

石
高 

 
生
駒
親
正 

 

十
五
万
石(

県
史) 

 
生
駒
一
正 

 

十
七
万
千
八
百
石(

県
史) 

山
崎
氏 

 
 

五
万
余
石(

『
天
草
移
封
書
翰
』) 

京
極
高
和 

 

六
万
六
十
七
石
五
斗(

朱
印
高)(

う
ち
讃
岐
分
五
万
六
十
七
石
五
斗) 

京
極
高
豊 

 
六
万
一
五
一
二
石
五
斗(

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
領
地
目
録) 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
江
国
蒲
生
郡
の
内 

長
田
村 

野
田
村
千
四
百
四
十
五
石 

加
増 

 

京
極
高
或 

 

五
万
千
五
百
十
二
石
五
斗(

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
領
地
目
録
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
度
津
藩
領
一
万
石
分
知
の
た
め 
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支
え
た
石
材
の
調
達
―
東
六
甲
徳
川
大
坂
城
石
切
丁
場
跡
―
』

大
坂
歴
史
学
会

2
0

0
5

 

松
本
昭
雄
「
心
易
为
人
」
、
封
印
三
百
五
十
年
の
本
音
（
２
）
京
極
高
和
の
書
状
を
読
み
解
く
『
香

川
県
立
文
書
館
紀
要

1
3

』
香
川
県
立
文
書
館
編

2
0

0
9

 

『
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
― 

戦
国
武
将
生
駒
氏
と
引
田
・
高
松
・
丸
亀
の
３
城
』
高
松
市
歴
史
民

俗
協
会

2
0

0
9

 

『
新
編
丸
亀
市
史
２
近
世
編
』
丸
亀
市

1
9

9
5

 

『
新
編
丸
亀
市
史
４
史
料
編
』
丸
亀
市

1
9

9
5

 

史
跡
丸
亀
城
跡
保
存
修
理
事
業
の
为
要
な
成
果 
丸
亀
市
教
育
委
員
会 

『
金
沢
城
資
料
叢
書

1
2
 

金
沢
城
石
垣
構
築
技
術
史
料Ⅱ

』
石
川
県
賀
沢
城
調
査
研
究
所

2
0

1
1

 

史
跡
丸
亀
城
跡
野
面
積
み
石
垣
現
地
見
学
会
資
料 

丸
亀
市
教
育
委
員
会

2
0

1
2



見学ルート 

 

受付・大手門の石垣 

解散 

野面積み石垣 

帯曲輪の石垣 

三の丸坤櫓跡石垣 

三の丸北石垣 

巾木石垣・刻印 

石垣の継足し 

山﨑氏構築石垣 

栃ノ木御門の石垣 

本丸埋没石垣 

丸亀城鳥瞰図 



５月２６日（日） 丸亀市からの復路 

◆ＪＲ予讃線 

   （丸亀駅）    （高松駅） 

    12：38 発 →  13：23 着 

      13：08 発 →  13：32 着 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 城跡めぐり②～高松城～  

 と  き 平成２５年６月２３日（日）  

      ９：３０～１２：００頃  

 集合場所 玉藻公園  旭橋（玉藻公園入園料が必要）  

  ※65 歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方は入園料が免

除されますので、各種手帳をお持ちください。  

講  師 大嶋 和則（市文化財専門員）  

☆広報「たかまつ」６月１５日号に開催案内を掲載しますの

で、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。）  

☆９月のふるさと探訪の日程が９月１５日（日）に変更に

なりました。開催案内は広報「たかまつ」９月１日号に掲

載しますので、ご覧ください。  

★次回の交通案内★ ---------------------------------------  

  ＪＲ高松駅から徒歩約１０分  

  ことでん高松築港駅から徒歩約５分 

 



 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路

の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 


